
日立工場呉分工場完成,本格的生産開始

什立製作所ほ,広島県呉市のlⅢ舟軍1二撤叩需耶跡およぴけ_【二廠砲

塔工場跡に,一ニーl立｢二場の呉分'】∵場を朋設,昭和34咋1川より里種を

開始した〔〕

本二1二場ほ第･二Ⅰ二場(駅裏地l大仁桓よび 二L二場=他婿地1ぺ)よりな

り,風光朋美なる瀬戸内海に画し,かつて東洋一･の叩港郡｢けとして

誇った天然の良港と鉄道による輸送のわ如こ恵まれた要所にあり,加

えて栄えある日立の伝統を継承し 近代設備と期抽こ先駆する技術

をもって,近代的大形発電佃ポイラ,-▲般虎二勘~l-げイラ,船川ポイ

ラ,および燃焼装にはら■ぴに化学装i｢一之そのほか-一般工夫別†J人形前肛

宰享器などを製作する■･こl才一-■j~_11場である､､

また,設備としてほ凍汀トー･の200ノブVP X緑闇泊鳥畳片や∴)がIl司

屈指の8,000tフランジンダブレスをもつほか,輪 にあたっては

25りt 人〕トクレーンで大敵重_品品を二__r二場よりただちに船在■…みするこ

とができ,従来より人形舟冊勿の納送が非常に便利とな一,7こ｣

ますます大形化する火~/｣丹毒施-一役,化′､芦装iご亡t亡の発通に即応し,今

後のi■■1躍か期待されている..

第1図 第 場(肌 ノミ 地】~ズニ)

第2図 坑
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第3図 全 熔 接 形 給 水 加 熱 器

仝熔接形給水加熱器

東北電力株式会社仙台火力発電所儲2号機175,000klⅣ発電設備

用として鋭意製作をすすめていた全熔接形高圧給水加熱器3台ほポ

イラ,タービンと同様,この高圧給水加熱器も使用案什が非常に高

温高圧となるため従来のものに比較して新しい設計方法が採相され

ている｡

おもな鞘長ほ次のとおりである｡

(1)加熱管はとくに高温強腰が高く,かつ高温の蒸気中におけ

る耐食性がすぐれている Ni:Cu合金(モネルメタル)を使用し

た｡

(2)管板と加熱管の固定方法は,従来ほエキスパンダ法を採用

していたのに対して,管板に加熱管せ熔服する Strength Weld

ノブ式を用い,給水の漏洩を完全に防止する構造とした｡

(3)水茎蓋郁の漏水を防止するために従来はダイアフラムをボ

ルトで締付ける方法をとっていたが,木器でほダイアフラムを直

接水室に 接する椚㌫となっている｡

(4)従来のものでほ,胴†ノ机･よ加熱管の点検などの目的で胴体側

と水石伽｣に2分冊L,フランジをボルト締めする構造となってい

じか,加熱常に対する信油津l三が両_上二したので胴体側蒸気の湘洩防

直のためにフランジをなくして熔接する肺造とした｡

以上のとおり,川村を吟妹し,すべての削分せ熔接構造とLたた

め,高混詔丑の仙川条件でも-l▲加こその機能を発揮し,水ヰ)れ,

気鳥れなどのおそれがないに頼度の高いものとなった.〕

この柾の高圧給水加熱岩封･ま全燐抜形と称し,今後の高温高圧火力

発電所における満性餞での運転が期待されている｡

おもなる仕様滋下記にホす｡

高圧第3 水加熱器仕様

形
加
骨
加

熱
折

計

式.……………………‥表屈詞妾触立形Uチューブ式

机……………………………………………486.81ュ12

数……………………………………………………2

軋……………‥材質Ni:Cしl合金(ニモネルメタル)

外径5/8′′¢(15,8751¶111)

肉厚BWG‡16

総数623ホ

[1三 力………………………………給水側230kg/cll12

蒸気側 75kg/cIn2

度∴‥ 給水側273.8〔c

燕局側431.30C

慧
.
還
霊
感

第4図+空気作動式ボイラ日動燃焼制御裳罷盤

ボイ ラ の 自 動燃焼制御装置

最近の各種プラントの自動化の傾向は,火力関係のプラントにも

大きく影響を与え,特に 業用発電プラン=こおいては近時ますま

すその高級複雑な自動化またほ自動制御化が要望されるようになっ

てきている｡

一方これに刺激されて.一般産業用のボイラ単独での自動制御装

置の装備も,新設のボイラにおいてほ常 となり,日立製作所にお

いてもこれら制御装石■宝を各方南に多数供給している｡

これらの制御装照は,その機器の方式により,空気式,油圧式,

気式の3種類に分研されるが,現在もっとも多く採用されている

のは空気式であり,日立製作所においても空気式のものを製作して

いる｡

これは信一弓･の処理から操作端駆動まで一貫して空気圧で行う方式

で,比較的復雑なTJiり御をも簡判こ空気作動式調節計のような機器の

机み合せによりリミ現することができる｡したがって事業川プラント

に比してはるかに′ト規模なものが多い--一般麓業川ボイラプラントに

とっても,比汝†′甘行易に制御装置を装服することができる｡

第4図くこホすのはこのて削御装閏盤の
一例で,必要叔小隈の計量削こ

より=的を果そうとする意図に基づいて製作されたものである｡

すなわち,調節討3台,遠方載椚明2組,および安.全装置よりな

り,計帯ほすべて無指ホ形となっている｡

現在までに主としてバブコック日立株式公社製FM形ボイラに組

合せて納入している÷つ

ボイラ用新形点火バーナ

第5図ほ大形ボイラの微粉炭バーナお

火にJ~目し､られている新形点火バーナの系

よび 確のナ∵

､
･
､

/山 な着

を示す｡このバーナはア

トマイザ,電気式着火装~抗および前後進用エアシリンダからなり,

アトマイザほ帥圧10.5～21lくg/cm2の軽油を杖用する圧力噴霧式,

J】て･火製沌封こほAC電源115Vまたは220Vを10,000Vに井圧する変
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第5図 柄形点火バーナ系統図

第6図 新 形 ∴!よ火 バ
ー ナ

正路と,高肝電気により火花を飛ばLてl甘削=に点火する蔚火栓が

含まれている｡なお,エアシリンダほ3.5､･7kgノcIT12の圧縮生気に

よりピストンを作動させてピストン端に取り付いう-ているアトマイザ

と着火装置を前後進する構㌫になっている.∴図の点線で闘まれた部

分は操作頚射こ収められており,Ll,TJ2を′`壱i_酢へつなく､∴･エ火バーナ

が後退Lている吋ほ紋ランプがついているが,･で1･方介のハンド′しを

INにまわすと配縮空気がェアシリンダのIN仙こi･まいり,アトマ

イザおよび着火装~鍔を火炉郁へ移動せしめると同時=に,比カスイッ

チにも圧縮空気が作用して接点鬼切り棒えるので,変監脚〕･一次川

に竃流が通じ火花が発生する｡この時,緑ランプが消え赤ぶつし､て

バーナが使用位置にあることを示す｡次に油弁を粧=とアトマイザ

に軽油が供給され点火する｡点火バーナを後退させる場合は,油蘭

を閉めパージ弁を開けてアトマイザに圧縮空妄(を送り吏紬Llを沼南江.

てからパージ弁をしめ4方弁をOUTi･こするとエアシリンダのIN側

の空気が大気に通じOUT側に圧縮空気が供給されるのでピストン

は左方へ移動レミーナが後退する〕またエアシリンダのIN側の研

系が大気圧になるので圧力スイッチが変圧出一次帖E流を切るので

火花も停止する｡点火/く-ナが前進しないうちに給州-ることのな

ユ
ー･

ス

いように油弁と4方舟ほ機械的にインターロックされているLゝ剛よ

躁作腰1佃とバーナ1個の組合せであるが,バーナ数が増えた場合

は油符,空気Ⅵ:をそれぞれのバーナへ分岐することもできる∴.本バ

ーナはすでに束~甘肯ノ用式会社千葉火力発電所第4号缶二転よび肛lヒ

i:はノ｣軟式会社側点火力発電所第1りイjiおよび如射~昆ノ｣株式三三札■‖川l

火ノ｣発電J沖第2-リー缶に.位ノーl｣さJL,良好な成緋をあけている｡舞る図

ほバーリ~の総外観をホす｡

火力発電所用データー処理装置

F-1二､ヒ肘′1三所でほ北海道電~ノ〕株式全町尉Il火力発帯所およか~~卜州五

ノ｣妹式会祉,辟旺Lt火力発電所納のデーター処理装i.【?二2を受i_i三L射′両-

である｡本処理基礎ほ登場湖璃填火力プラン 首の 起動

時における虹九 温度そのほかの監視記録用装詔として設潤される

もので旭川発′■一に所の場合の概附ヒ椛は~F記のとおりであるり

仕 様

処 理 入リノ⇒=･
.諸種のノラソト変

処 理 点 数⇒=…………………………………………………82

上下限比較県祝. ‥ 23

_Iリニ
Il

Il

‥ ‥‥.‥‥
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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.2s/CH

= 力 与ヒ 己迂
.サーボタイパ

2f†

キ_ 構 成 要二素…………………………………………トランジスタ
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内 容
一

■≡定義

平 常 迎 転

20

22

4

53

82

成

エ 三走エビ 缶

2

16

29

データー処理装濫本件

圧力変換;モ芹盤

プリ ン タ 机

電 源 装 置

近時の大火力発電所の運転にはゝ瑠†時の仙起軋 停1ヒ噂諸種の運

転条件の監視が必喫で,このためr-l---火制御ノノ式とすることが望まjL

るが.これほデーター処刑装~超の挽刷こよってより完全なものとな

る｡わが伸こおいてこの穐の矧･甘を火力発滝所に設吊するのほり恒

が初めての試みでその成果が期待される｡

スートブロワ用空気圧縮轢

スートブロワ川空気圧縮機ほ,ボイラ伝熱血匠痛㍑肘旧札赴空気靭

として使用されるものである.｡
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第7図 43OkW B3D2--ICCノミランス形空気圧縮

従来この吹込流イ栂よZ一覧気が硬≠されていたが,最近潮帽導塩に代

りつつあり,今後ますます多く仙川されることが予想される.-､

弟7図は日立製作J肝より'虹1ヒ電力株式会阜=】帖｢火力発電所へ納入

L.たスートブロワ用430kWバランス形封訝生気旺漸瀾であ

機ほ,クランク帖を申心に/.一三イfに芹シリンダを矧托した

るL

ラン

ス形圧縮機で仁振動がなく輯浬であるた〟)保守か容易であり.きわ

めてコンパクトにまとめr)れている._.

また新鋭火ノ｣発電ル≠にふさわしく,〕揖帖操作,ならびに監視ほ

すべて遠~方の小火監視室にて章一~j:えるよト考慮されているほれ 揮二‡li二

調整は使用空気一吊:に応し=動的にかつ締潮軸こ行えるもので.さら

に安全な運転が行えるよう甘柿の保護裟購が設けらjLている.-

おもな仕様ほ下記のとおりである.)

回
吐
吐
電

式‥‥
...B3D2-ICC/iランス彬複軌

後列

3摸圧縮式r一己動機1~白二結駆動

転 数………………………………………………590rpm

山 肝 几..
.35kg/cn12(G)

山 風 二冒二 …2,1401113/ll
動 機‥‖

‥.43()l(W3¢トM50′､12P

スートブロワ制御の新しい方式

スートブロワの 気式制御に深い経験を拍つ日立製作所でほ,最

近新しい力式の脚絆矧■'璧をソ己成した｡1

その一つは､北海道電力株式会社砂‖火~ノ]発電所へ納入したもの

で,従来ほ電磁ポによって動作するシーケンスコントローラであっ

たれ これを電動機によって動作するようにしている｡この方式の

特長ほい]1路が著しく簡?勘こなることで,特にブロワの本数が多い場

合に有利なものであるL二∴策8図と第9図が,操作盤と電磁制御盤で

ある｡操作盤ほ,中火監軋制御室の無へ押込ムの形で詔擬されるよ

うになっている｡

ほかの一つほ,同じく∴比海道電力株式会社滝川火ノ｣発電所およひ

東京電力株式会社品川火ノ｣発電所へ納入したものである._ これはJl打i

序運転をする多数のスートブロワに対Lて,共通に数側の電磁接触

器をおき,各ブロワJ~l]電動機の主1‖ば各をシーケンスコントローラに

より切りかえる方式で,盤を′J､形に設計できるのが持長である.一 発

10図がこの方式の電磁`制御盤である.′-

第8図 7昆動式シー･ケンスコントローラに∴Lろ

スートブロワ電磁制御棺

第9同 電動式シーケンスコントローラによる

7､【トブロワ慄作盤

弟10図 共通電磁接触需式

スートブロ■7電磁調川二】7盤
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第111実l形式HSD-WRA22kW ABC圧縮

ABC用オイルフリー圧縮横

弟l=図ほ火力発電所におけるボイラ甘動制御川空気源と~Lて便

mされる 22kW,2.7m3/m,7kg/m2ヵpボンリング式オイルラ

リー圧縮機である｡

オイルフリー圧縮機は一般に1台常用,1壬=;備の2台組`合わせ

で使用され,常片J機は吐山圧力の上井,降卜により負荷,無負荷逓

転を繰返し,予鵬鰍･ま吐f-11圧力が異常陣■下すれば‖動 勤し,圧力

が正価′こもどjtば机上して常に所要の空気量せ崩足するようにして

おり,このような

却水の仁一動

転に必要な起動時,運戦時の負荷軽減装置,冷

排水装㌍,などが完備している｡本機のピストンリン

ブおよびグランドパッキンほカーボン襲で,これらほ

運転にも ほきわめて少なく,付

連続

品としてアフタークーラ兼ド

レンセパレータイヤを備えているので,吐出空気i･こほ油分やドレン

やドラがなく,ABC用空気液圧桁機として最適である｡オイルブリ

圧縮機にほ立形および横形があるが発電所における

制限のない限り立形が採用されている｡

家1ノ可の高さの

グランドコンデンサ用エギゾースタ(ターボブロワ)

ーー､_-＼(＼へへへノへ､､′＼〉へ､へへ〉＼＼､へ｢､-

〈

-､｢-へ-へ一＼Wし-【＼ノ【＼/-､へ′へ-へ､一＼~＼へ､~､~
＼‥-､､､′~･-＼-〈､/ハ＼√＼＼′＼′､-′~＼＼-

タービン発電機などの大作量蒸気タービンにおいてほ主軸がケー

シングを買通する部分から蒸気が漏洩Lないように,グランドパッ

キングを設けこの部分の蒸気凌グランドコンデンサに導き冷却して

ボイラにもどす装置がついている=二:この蒸気を導くためにユキゾー

スタが使用されるが,従来この種エギゾースタほすべてアメりカの

スペンサ杜,あるいほフォスタ社などの製品を輸入Lていた｡

｣｣立製作所では昨隼

その筋･-･け機を

ェギゾースタ(ターボブロワ)の製作を行い

ヒ電力株式会社仙台火二け発電所に納入Lた〕本機

ユ
ー

ス

イiはユキゾースタを正面(吸気1コ仙)から見たもの

左はサクショソケースを取放き吸気l｣側から_見たもの

第12図 グランドコンデンサfljエギゾースタ

第13周 グランドコソデンサ用エギソースタ

はダラン1ごコンデンサのケーシ∵/グ上デ附こ取付けるため,その形態

を梅ルJ､さくする必要があり,そのため耐食アルミニウム合金製の

ランナ3偶を,電動機の側部匿ポニ接オーバーハングして取付けると

しい形式を採川しており,非常にコンパクトになっている｡

また一般の送風機と異なiフケーシングを上下二つ調りにすること

をやめ,ランナ,ステージケースなどをすべて軸方向にほめ込んで

組立てる~方法をとっている｡

次に本ユギゾースタの什様をホす

仕 様

形
風
吸
昇
吸
取
電

込

込

扱

式…………(片吸込3段ターボブロワ)‥･MB-MI■Ⅰ

計.
.12.3n-3/min

ロ三 力… 0.9485kg/cll12(abs)

圧…………………………………………1070ローmAq

臥………………………………………………‥51･6DC

休‥…. 水蒸気飽和の空気

機……………………………………5.6kW 50～2P

水ポンプを使用した吸引式灰処理装置用制御装置

般近の 銃火プJ発電所に,高圧水ポンプを使川した吸引式灰処理

彗呈置カ;,アメリカのUCC杜より抽人されているが,灰処理装紳こ



毎′∫14岡 吸りは灰処ガ1!装F2封l‖甘殊ハレ几

多大の経験を持つ針鼠製作所では,このカ式の同産

力株式会 へ所電発力火台社

日

制御装置一式とともに納入した｡

灰ホッパほ,A系統とB系統にわかれていて,総計28あり,バキ

ュウムブレーカの指令によって作動する特殊リレーで,このホッパ

を順次切りかえ,灰を処理するようになっている｡舞14図ほ,今

回完成した制御装置の中心ともいうべき,梢殊リレーである｡

火 力 発 電 所 用

日立ビジコン6326量産態勢確立す

口立製作所茂原工場でほビジコン形撮像管6326を完成し,是正態

勢を確立して拡大一 の国内需要を一手に引受けるに至った｡

この6326は一般放送用または工業テレビジョン(ITV)などの

撮像管として,NHK,民政,工業テレビジョンメーカーなどに納

入され好評である｡火ノ｣発電所における炉内の燃焼状況の監視,ボ

イラの水面計,煙突 の一 煙の状況監視などに位川されるITV柑

像管としても好適で,特に映像ひずみ,きずなどがないため鮮明な

映像が得られ,すでに火力発電所に納入されたものも好成続をあげ

ている｡

舞15図にその外観をぷす(｡一般定構および動作例の概l喀ほ次の

とおりである｡

一 般 定 格

ヒ ー

タ 電圧……･ ‥ 6.3V±10%
ヒ

ー

タ 電∴流………………………………………………… 0.6A

信号電極静電容量…………………………………………5PF以下

有効光導電面………………………………………… 9×12mm2

集 束 ソJ式………………………………………………電磁プ7式

偏 向 方 式‥…‥
…….電磁方式

全 長…………………………………………159±6Ⅰ¶nl

最大直径(チップ除く)………………………………28.6±n.311ュm

動 作 例

面 照 度

フイルム送像の場合……………………………500～3,000ルクス

普通撮像の場合‖………………………………….200ルクス以上

信号電極電圧

フイルム送像の場合………………………………………20～40V

普通撮像の場合‥……
.…40′､･′70V

第15図 日 立 ビ ジ コ ソ 6326

ス

電
電
電

GG

G

G

圧……………………………………………250～300V

圧…………………………………………………300V

圧………………………………………
-45′､-100V

ハイライト信号電流‥==…･
‖….0.3～0.4〃A

平均信号電流(暗電流除く)

ピーク信号電流……

虚 大晴 電流

フイルム送像の場合.

普通侃像の場合.…

0･1～0･2〃A

…………0.3～04/∠A

‥.0.004/･`A
0.02/JA

ガンマ(信号電流0･02｡仇久､0.2/∠Aの範囲の平均値~)‖
….0.65

等価信号対雑音比…

所要帰館信号尖頭値

Glに印加する場合…

陰極に印加する場合‥‖‥

.‥約300:1

40V

…10V
アラインメソト磁場の強さ………………………………0～4ガウス

集束磁場の威さ………………………………………………40ガウス

黒心可鍛鋳鉄の使用可能な温度

一般に鉄鋳物といわれるものの中には,沌々の材質,組織をもつ

多くの鋳物が含まれている｡可鍛鋳鉄もこの目--の一つであり,これ

ほさらに∴Ⅰ､ミ心と自心などに分けられるが,白心可鍛鋳鉄の使用範開

ほ肉厚10mmまでである(｡

この~叶鍛鋳鉄はとかく 放と同一視され,十分その特性を発

揮できない場合が多く,規格などの面でもそういった扱いを受けて

いる例がある｡しかし原価低減という別な而から魚心可鍛鋳鉄のも

つ相性が改めて見直され,諸外 においても長期間の使用実績を合

めて研究掛告が発表されている｡

ここにはボイラに関係の深い研究機苦を主として,その概略を紹

介し,あわせてj■､l､ミ心可

考える次第である｡

鋳鉄に対する を改めていただきたいと

(1)G.N.J.Gilbert:Growth&ScalingCharacteristics

OfCastIron7n AirandSteam:B･C･I･R･A･Research Report

No.502:Journalof ResearchandDevelopment Vol.7No.10

(C‥2･91% Si:0･77%)の組成をもった魚心可鍛鋳鉄を350OC

～4-50口Cの空気中に450日

硬さの変化を調べた

した場合の引張強さ,伸び,

果,位相前の常温における特性値に対して

引最強さ,および伸びには変化はなく,硬さ(HB)は約10%増

加している｡また生長については,4500C以下の温度域では化学

的腐食生成物による体積増加が考えられるだけであって,事実450

日間4500C 続保持後も生長はまったくなかった｡

スケーリングについてほ,450日間3500C 綻保持した場合の二重

昆増加ほO.5×10~3mgr/cm2であって,普通鋳鉄(C:3.25% Si:

1.58鬼′)の1.0×10-3mgr/cm2の半分に過ぎない｡

へ
芯
ミ
音
)
杓
怒
ト
一
っ
ヘ

温イ〝 度 r●r)

第16因 果心可鍛鋳鉄のクリープ強さ(10,000時間)



以__との実験を行った試料の齢鑓 組鏡数

立

を観察した紆課,なんら

の組織的変化もー乙忍められなかった.-､このことは_1二.手Jの機械的性

汽,性長などにl対するり班銅荘ル乃裏付けとなるし｡このことからも

フェライト,マトリクスである崇心可鍛鋳鉄の組純封エきわめて安

定なことが知られる｡

次に同じ組成の訳料を稼動小のボイラの過熱緑ヘッダ抑ことり

つけて,343日間辿絞430ロCに根持し, 熱蒸気ふんい気での機棋

的性駅の変化を調べた｡この結黒は,引張曲さ,伸びおよび硬さ

にはほとんど変化ほ認められなかった｡顕徴鋸的細絨にもまった

化ほなく,このことは磯楯的性質に供ルて蒸気ふんい気とい

封税仲仕の膨儲のないことの裏付けとなる｡

以上のほかに,合金鋳鉄,普通鋳鉄に対する同種な央験を行い,

かつ,常渥から6000Cまでの脅弧度における機械自勺性質の実験結

果をあわせ考えた紙某,次のように結論している｡

現在,ボイラ関係の材料としての11J鍛鋳鉄を含めた鋳鉄好=こ対

する他用制限温度,2320C(450下)ほあまりに低過ぎ,3430C(650F)

という温度が適当である｡

(2)J.J.Kanter and Glen Guarniel-i:Some Creep

Studies on Cupola Malleable Castlron:ASTM Proceeding

Vol.42

………編集後記‥…‥‥
最近ますます増大の一途をたどる消費電力の需要に対する基氏負

荷供給力の確保のため,各地に続々と新鋭火力発電所が建設されて

いる｡これらのプラントは,いずれも経済性から考えて,熱効率の

向上と大容炭化が図られ,すでに125MW,175MWプラントが運

転にはいり,さらに265MWプラントの建設も着々と進められてお

り,その進歩発達はまったくとどまるところを知らない｡

◎

火力プラソトは,ポイラ･クーービン･発電機など,いわゆる主磯

の製作技術の発達に加え,復水器･給水加熱器類の熱交換装げ■こ,給

水ポンプ･冷却水ポンプなど甲ポンプ系統,ならびに送凰機･配電

盤制御装置･計測器頬,さらにこれらを連結させる配管･配祝等々,

あらゆる部門の技術の成果を結集して完収されるものである｡した

がって,それぞれの部門の製作技術が相互に人きく彫讐することほ

いうまでもない｡

◎

=止製作所は,これら火力プラン川卜機器の鮒′ドに⊆~対しては,数

日立評論別冊第37号火力発電校器特集号弟3集
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櫛仙こおいて,引張紙さ32.51(g/111m2,伸び6.5.%の性釈をも

った黒正､~=J鍛銑鉄が,300､500ロ〔二i･こおいて,10,OnO帖抑こ0.1%も

しくは1%のクリープひずみを斗工る応力すなわち,クリープ制

限]/tく力ほ次の牒lのとおりであるしこ､ASMEのBoiler Construction

Code にも′jミされているように,詐揮応ル･よ引退･ミ威さから求めた

偵とクリープ瓜さから求めた情の小,低いほうをもって,その材

料の.甘存応~力とするれ ∴Ⅰ､㌧心可鍛銑鉄の城府3500C以~卜の召止度城

でほ引脹戯さから求めた▲汀矧′とこ力のほうがほるかi･こ低く,405DC

で両署が一放し,それ以l二の温度でほクリープ放さから めた許

容応功のほうが低くなる｡換言すると窯ミ心1~車椴鋳鉄の場合には

4000C以卜のi,r‖L度でほクリープほ問題なく,400ロC以上になって,

ほじめてこれを考慮する必要のあることをノjlしている｡

またこの失政に用いた試料の扉徴戯丑㈲瀾の研究結果からも,

娘心■■一丁鍛鋳鉄ほすばらしい安定さを示している｡このほか,生長,

機械的性質などの全休的な研究結果から黒尤､~叶姫鋳鉄の弧r上三の似

Jり制限温度ほあまりに保′､川勺に ぎるようである｡

以上の文献の結論にも述べられているように,夫l真心了一丁鍛鋳鉄はボ

イラ供‖系f弧与l!1として,350口C,241(gまで供用してさしつかえないも

のであり,その用 ほ今後ますます拡大されるものと思われる｡

多くの実都と豊富な経験を有しているが,最近世界にも類例が少な

いといわれる燕気圧プJ350kgノcm2g,温度6500Cの題臨界圧テスト
プラントを完成し,高温･高狂化ならびに大容放化する火力プラン

トの研究態勢ならびに機器の製作態勢を大Ip副こ更新しつつあること

は往l~lすべきである｡

◎

本誌ほここに,最近の口立製作所の火力プラントに関する技術と

研究の成果のうち特筆すべき報告16篇を収録して｢､火力発1釘｢】機器

特集号窮3!た▲1とした｡いずれも,わが国の現在における 術の最

高水準を示すものとして,貴重な文献であることを信ずる｡

◎

巻雄言として火力発㍍粟術協会佐藤会太より玉稿をいただくこと

ができた｡｢現在及びご1､了来の火力発電について｣と題され,火力発

電技術の進歩は総合技術の結集と燃料エネルギー汽裾のイj一効利用に

あるとノブ説されたもので,｣･く号巻頭i｣`として戊をこふさわLく,仙聴

すべき至~.-i■である｡ご多忙の｢二二崇にもかかわらずキ封こ本稿を草された

筆書■のご好意に.厚くお礼小し__l二げる次弟である｡
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